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390語)を抽出した。以下、 (  )は名詞および動
詞の出現頻度を示し、 【  】はカテゴリー、 《　)










































わる上での心構え) 、 (沈黙の効果) 、 (精神症状が患者
に与える影響) 、 (幅広い知識の必要性) 、 (患者を生活
者として理解する)が抽出できた。また、 《できる・で
きた)の構成要素は(精神障害者に対する先入観の払
戟) 、 (言葉以外の情報を読み取る) 、 (病的体験の理解) 、
(病状の幸田屋) 、 (患者の言葉の背景を汲み取る) 、 (共
感的な関わり)、 (心身相関の理解)、 (援助的関係の構





















































































































































2) Klaus Krippendorff : ContentAnalysis An













































































人に.その場に合った言動がとれることを塾 堪 コミュニケーシ ョンの重要性
表3. 《分かる・分かった)のコロケーション解析例
















《できる .できた》を含む先行 .後続文脈例 〈構成要素〉
はじめのうち面可が独語で何が空笑なのかということや、どの話が妄想の話なのか判
病的体験の理解
断することが難しかつたが、毎日関わることで理解することが笠きた。
患者が幻覚 .妄想の体験に浸っている際に、肯定でも否定でもなく、別の話題を持ち
かけ現実的な他界へと患者の注意を向けることが笠皇塁。
不安があることで自分自身がどういう行動をしているのか振り返ることが笠皇た。
自己洞察
患者さんからの反応は、自身の患者さんへの接し方の鏡であることを、身を持って学
ぶことが笠整宣。
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